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モンゴル

経済の概況

　2004年 1 －11月期のモンゴル経済は、主要経済指標で見
ると対照的な動きを示している。鉱工業生産額及び国家財
政収支は良好な動きを示しているが、インフレ率、貿易収
支、為替レート、登録失業者数などの指標は悪化している。
鉱工業生産額は期間を通じ安定的に伸び、前年11月末比
4.7％増となっている。部門別では鉱業・採石業は12.7％増、
電力・熱供給・水道は6.2％増。一方で、製造業は6.6％減
となっている。
　政府収支は 1－11月期、16億トグリグの黒字となってい
る。
　消費者物価上昇率は11月に前年同月比11.2％の上昇と
なっている。消費者物価の全項目が上昇しており、中でも
食料品が15.8％、交通通信が22.5％それぞれ上昇している。
これらの価格上昇は主に国際及び国内市場における燃料価
格の高騰に起因している。例として、ウランバートルにお
けるガソリンの価格は11月に前年同月比31.9％上昇してい
る。
　為替レートは11月に1ドル＝1,214トグリグとなり、前年
同月比で3.7％下落している。
　 1 －11月期の貿易総額は16.5億ドルで、前年同期比
32.3％増加となった。このうち輸出は同38.8％、輸入は同
27.8％の増加である。しかし貿易収支は赤字が継続してお
り、総額で2.2億ドルの赤字となっている。モンゴルの主
要輸出品である銅精鉱は 1－11月期、輸出数量では前年同
期とほぼ変わらないにもかかわらず、国際市場における銅
価格の上昇により、輸出額では前年同期比76.9%の増加を
記録している。銅精鉱はモンゴルの輸出総額の36.2％を占
めている。
　 1－11月期において、モンゴルの輸出相手国は59カ国で
あった。このうち中国は輸出全体の58.2％を占め第一位で
あり、米国が18.1％、英国が13.7％でこれに次いでいる。
モンゴルの主要輸出品である銅精鉱の99.9％は中国に輸出
されている。また同じく主要輸出品である非貨幣用金は、
主にシンガポール、日本、カナダ、米国向けとなっている。

　 1－11月期において、モンゴルの輸入相手国は83カ国で
あった。このうち隣接するロシア、中国からの輸入は、そ
れぞれ32.6％、25.6％であり、二国で50％を超えている。
ロシアからの輸入は燃料が中心で、ガソリン及び軽油の輸
入の50.6％を占めている。中国からの輸入は食料品が中心
で、米の輸入の67.6％を占めている。
　 1－11月の間、登録失業者数は安定して推移しており、
11月時点で36,800人となっている。この数は前年同期比で
は5.2％の増大である。しかし国家統計局（NSO）によれば、
実際の失業者数は登録失業者の 5倍に上ると推計されてい
る。一方で労働市場の動きは非常に緩慢である。11月の鉱
工業部門の雇用者数は前年同月比1.4％減となっている。
特に鉱業・採石業では生産額が前年同月比12.7％増である
にも関わらず、雇用者数は14.6％減となっている。これは
同部門における生産性の上昇を示すものではあるが、同時
に失業した労働者に対する、他部門の新たな雇用機会は十
分ではない。

新政権の2004－2008年行動計画における経済政策

　2004年 6 月の第 4回国会選挙の結果成立した新連立政権
の、2004-2008年行動計画が11月に国会で議決された。こ
の計画では今後数年の経済成長の主要なゴールを「知識と
情報を基礎に新たな市場へのアクセスを支援することによ
り、また都市部と農村部の発展格差を是正し地域開発を促
進することにより、民間部門主導の安定した高経済成長を
維持すること」としている。より具体的には政府の政策目
標は以下のように示されている。
・経済成長率を年 6％以上に維持
・インフレ率を一桁に抑える
・財政収支の赤字をGDPの 3％以内に抑える
・法人収入に対する税率の一本化
・主要経済部門における民営化の継続
・自由経済（貿易）地域政策の継続及び拡大
・中小企業を支援する産業技術パークの設置
・ 輸出志向型産業及び知識集約型産業の育成
・ ロシア、中国、米国、その他の諸国とのFTAの締結
（ERINA調査研究部客員研究員 エンクバヤル・シャグダル）

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年1Q 2Q 3Q 10月 11月
GDP成長率（対前年比：%) 3.2 1.1 1.1 4.0 5.5 － － － － －
鉱工業生産額（前年同期比：%） 1.3 2.4 11.8 3.8 2.0 2.6 5.8 2.7 0.5 4.7
消費者物価上昇率(対前年末比：%） 10.0 8.1 11.2 1.6 4.7 8.9 5.3 12.6 11.7 11.2
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 3,492 4,283 5,288 6,461 7,253 2,048 2,178 2,178 810 793
登録失業者(千人) 39.8 38.6 40.3 30.9 33.3 36.4 37.5 37.6 37.3 36.8
対ドル為替レート（トグリク、期末） 1,072 1,097 1,102 1,125 1,168 1,177 1,174 1,202 1,207 1,214
貿易収支（百万USドル） ▲ 154.5 ▲ 78.7 ▲ 116.2 ▲ 166.8 ▲ 185.1 ▲ 53.5 ▲ 119.2 ▲ 20.6 ▲ 1.1 ▲ 21.2
　輸出（百万USドル) 454.2 535.8 521.5 524.0 615.9 131.4 175.8 252.1 90.2 66.7
　輸入（百万USドル） 512.8 614.5 637.7 690.8 801.0 184.9 295.0 272.7 91.3 87.9
国家財政収支(十億トグリグ） ▲ 98.2 ▲ 69.7 ▲ 45.5 ▲ 70.0 ▲ 80.7 4.6 10.2 ▲ 8.8 ▲ 10.9 13.1
成畜死亡数（100万頭） 0.8 3.5 4.7 2.9 1.3 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0

（注）登録失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月末、2004年は期末値。貨物輸送、財政収支、成蓄死亡数は年初からの累積値。
（出所）モンゴル国家統計局「モンゴル統計年鑑2003」、「モンゴル統計月報」各月号ほか


